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【平成23年度（東日本大震災復旧・復興予備費）】
放射線量低減対策特別緊急事業費補助金（福島県原子力被害応急対策基金）40,385百万円
【一般会計】
【平成23年度（第２次補正）】
原子力被災者健康確保・管理関連交付金事業（福島県民健康管理基金）78,182百万円
【エネルギー対策特別会計】

施策の内容

　安心して子どもが遊び運動することができる環境の整備やサマーキャンプの実施等、子どもの心身の
健康確保のための屋外体験活動や子ども達の交流推進、発達段階に応じた必要な運動プログラムの
普及推進等の施策を含む福島県民健康管理基金及び福島県原子力被害応急対策基金の造成に必要
な経費の補助を行う。

施策の進捗状況及び今後の予定

　平成23年度に福島県に対し、補助を実施済み。
　なお、福島県において、平成23年度の６月補正、２月補正、24･25年度当初予算で予算化済み。
（県民健康管理基金、応急対策基金）
・H23年度６月補正　ふくしまっ子夏の体験活動応援事業 　　　　2,987,916千円
・H23年度２月補正　ふくしまっ子体験活動応援事業    　　　　　 1,482,806千円
・H24年度当初予算　ふくしまっ子体験活動応援事業     　　　 　2,002,093千円
・H25年度当初予算　ふくしまっ子体験活動応援事業     　　　 　1,563,155千円

予算措置の状況

福島県原子力被害応急対策基金、福島県民健康管理基金 施策番号060
府省庁名
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施策番号60-2

予算措置の状況

○　福島県の中通りをはじめとした地域においては、東京電力福島第一原子力発電所の事故の影響に
より、子育て世帯を中心とした自主避難が続いており、人口の流出による地域活力の低下が懸念されて
いる。
○　また、子どもたちが十分に運動する機会が減少し、肥満傾向の拡大や体力の低下が見られるなど、
地域において健全に子どもが育つ環境が損なわれている状況にある。
○　本交付金は、子育て世帯が安心して定住できる環境を整え、地域の復興を促進するため、地方公
共団体が行う子どもの運動機会の確保のための施設整備、公的な賃貸住宅の整備その他の取組を支
援する。

　５月初旬に、子どもの運動機会の確保のための施設整備、公的な賃貸住宅の整備その他の取組に関
する事業計画の提出について、地方公共団体から募集した。
　今後、提出された事業計画を確認し、交付可能額通知を７月上旬に行う予定。
　第１回募集の状況を踏まえつつ、秋頃を目途に第２回の募集を行う予定。

【平成25年度】
・福島定住等緊急支援交付金　10,010百万円【復興特会】

施策の内容

子ども元気復活交付金（福島定住等緊急支援交付金）
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施策の進捗状況及び今後の予定

平成25年５月

府省庁名

作成年月
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【平成24年度（補正）】
・学校施設環境改善交付金　　112,391百万円の内数【一般会計】

【平成25年度】
・地域を活用した学校丸ごと子どもの体力向上推進事業　303百万円【一般会計】
・学校施設環境改善交付金　　　39,477百万円の内数【一般会計】

施策の内容
（地域を活用した学校丸ごと子どもの体力向上推進事業）
○地域の様々な機関が有する人的資源等（大学生、地域のスポーツ指導者、著名なスポーツ選手等）
を活用した、学校における体力向上の取組や、子どもの体力向上研修会等の開催、子どもの発達段階
に応じた運動プログラムの普及啓発等を支援する。

（学校施設環境改善交付金）
○市町村立で、地域スポーツクラブの活動拠点となるスポーツ施設（体育館、屋外運動場等）を対象とし
て、国から交付金を交付。（算定割合は原則１／３）

施策の進捗状況及び今後の予定

（地域を活用した学校丸ごと子どもの体力向上推進事業）
○全国30地域に委託する予定。

（学校施設環境改善交付金について）
○地域スポーツ施設の整備については、「学校施設環境改善交付金」により支援を実施。
○今後も、引き続き支援を実施する予定。

予算措置の状況

子どもが運動することができる環境整備及び発達段階に応じた必要な運動プログラムの普及 施策番号061
府省庁名
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○平成25年度は引き続き、安心こども基金により事業を実施。

予算措置の状況

【平成23年度（第４次補正）】
・安心こども基金の積み増し（遊び場の確保）　123,424百万円の内数【一般会計】

施策の内容

○児童館や体育館などへ大型遊具等を設置し、屋内でも子どもがのびのびと遊べるような環境を整備
するとともに、移動式の大型遊具を活用した子育てイベントの開催などを支援する。
○なお、福島県内でも比較的空間線量が低い地域もあるため、屋外でも放射線の影響が心配ない遊び
場も提供できるようになっており、屋内のみならず屋外の遊び場の事業も対象としている。

施策の進捗状況及び今後の予定

平成25年５月

作成年月

子どもの遊び場の確保 施策番号062
府省庁名

厚生労働省
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